




要約:献血された血液の HTLV-Ⅰ抗体のスクリーニングは PA 法で行われているが、抗体価

の低い検体については偽陽性が疑われている。そこで HTLV-Ⅰを対象とした 2重 PCR 法、

およびビオチンラベルプライマーを用いた PCR法によりプロウイルスの検出を行ったとこ

ろ、IF 法の結果と一致した。従って HTLV-Ⅰ抗体スクリーニングの確認法としてIF 法が適

していると考えられた。また HTLV-ⅠⅠについてこの二法の PCR を行ったところ、全く増

幅は認められなっかた。 


